「シンポジウム」海外日本語教育インターンシップ・国際日本語教育実習 ―遠隔地での学びとその支援― by 後藤 雅人 et al.
９１
シンポジウム
海外日本語教育インターンシップ・国際日本語教育実習
一遠隔地での学びとその支援一
日時：2010年７月17日（土）14時30分～16時30分
場所：国士舘大学町田校舎30号館30303教室
主催：国士舘大学２１世紀アジア学部日本語教員養成課程
国士舘大学アジア・日本研究センター
共催：国士舘大学２１世紀アジア学会
コーデネーター：鶴田洋子（２１世紀アジア学部教授）
はじめに
国士舘大学２１世紀アジア学部では，「日本語教員養成課程」が設けられ，３年次にキルギス共和
国などでインターンシップとして実際に日本語学習者に日本語を教える経験をすることができる。
また，国士舘大学大学院グローバルアジア研究科グローバルアジア専攻国際日本語教育分野では，
修士課程一年次の必修科目として「国際日本語教育実習」がある。日本語を実際に海外の日本語学
習者に教えることを通じて日本語教育の実践力を身につけることを目的とし，ビシケク人文大学，
大連外国語大学などに派遣されている。
学生はいずれも日本の大学のキャンパスから離れた海外の地で生活し，その遠隔地の学習者とと
もに「日本語」に向き合うことになる。日本から遠く離れた場所で学生たちは何を教え何を学んだ
か，日本からその学生たちにどのような支援を行っているのか，それぞれの立場で報告して遠隔地
の学びとその支援について考え，教育の一つのあり方を探ることが本シンポジウムの目的である。
当日は，朝倉正昭学長，唐渡興宣グローバルアジア研究科長，梶原景昭２１世紀アジア学部長の御
挨拶に続き，はるばるキルギスからも氏原名美キルギス共和国国立ビシケク人文大学東洋学・国際
関係学部日本語学科長をお迎えしてお話しいただいた。海外の大学，特にキルギスの大学との連携
について，佐藤研一教授から，なぜキルギスで日本語教育の実習を行うようになったかというこれ
までの経緯が報告された。
インターン生・実習生の報告として６名の学部学生，大学院生，卒業生が行った。また，日本語
教員養成課程で直接指導に当たる立場から，鶴田洋子，栗原通世による報告も行われた。大学院生，
学部生が日本語教師として海外で授業を行うことに対する支援として行っている遠隔授業について，
及び日本語教員養成課程で行う学内での日本語教育実習について述べたものである。
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その後，コメンテーターの前川和也教授から，それぞれの報告について誠に行き届いたコメント
があり，土佐昌樹教授の司会のもと閉会の運びとなった。
当日は来賓，教員，大学院生，学部生を含めて85名の参加があり30303教室はほぼ満席であった。
２１世紀アジア学部日本語教員養成課程の開設当初からご尽力いただいた中島悦子元国士舘２１世紀ア
ジア学部教授をはじめ教員，卒業生，大学院生，学部生など，関係者が一堂に会し熱心に報告に耳
を傾けた。このようなシンポジウムを行う機会を得たことは誠に有意義であり，関係者各位に深く
感謝申し上げたい。
次に，実際に海外日本語教育インターンシップ・国際日本語教育実習に参加した６名の報告を要
約して記す。なお，日本語教員養成課程では２１世紀アジア学会並びにアジア・日本研究センターの
援助によって，このシンポジウムを基にした報告書を作成したので，詳しくはそちらを是非ご覧い
ただきたい。
１．「キルギス共和国における直接法一利点と欠点一」後藤雅人（２１世紀アジア学部４年）
キルギス国立民族大学において半年間教師としてインターンシップに参加した。日本語教員養
成課程では媒介語を使わずに日本語だけでＲ本語を教える「直接法」で学内実習を行った。キルギ
スでも主に初級学習者を担当し，直接法で授業を行うことになった。実際に授業を進める上で利点
も感じたが，欠点や疑問を感じることも多くあった。
利点として日本語に触れる時間が長い点があげられる。現地の教師は媒介語による授業を行って
いることが多いため，日本人の教師による直接法の授業は新鮮であるという。学習者自身で考え，
予想することによって集中力が高まることにも繋がる。日本語に慣れ反応力も上がる。補助として
絵やジェスチャーを使い学習者の意欲を引出し，楽しい雰囲気を作り出すこともできる。事前の準
備が大切なので，教師自身も気持ちを引き締めることができる。
欠点は説明に時間がかかることである。初級学習者に対する説明を工夫しなければならないし，
どのぐらい理解しているかがわかりにくいので教師は苦しい。学習者側も不安などのストレスを感
じることになる。媒介語も介して授業を進めていくほうが良いと感じた。
直接法の利点も生かしたいので，教室全体を日本とし，楽しい雰囲気を心がけできるだけ生教材
を使うなど工夫した。媒介語も把握しておき，ヒントとして最後に出せようにした。少しの媒介語
を介して教える，または現地教師と日本人教師によるＴｅａｍTeachingのほうが良いと感じた。無
理に直接法だけで行うと積極的に教室活動に参加できない学習者が出てくるのである。
この経験は私の人生の中で最も大きな経験になった。毎日，新しい発見や反省があり様々な点に
気づかされる日々であった。語学だけではなく日本の文化も伝えたいと考えた。その結果，私はキ
ルギスの文化を知ることができた。私が日本を教えると学習者はキルギスを教えてくれたからであ
る。日本語教師という職業はお互いの文化を知ることができ，尊重し合うことができる仕事だと感
じた。このインターンシップで日本語教師の楽しさや，やりがいを知ることができたと思う。
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２「キルギス共和国におけるスポーツを通した日本語について」
平井佑樹（２１世紀アジア学部４年）
2009年８月末，キルギス共和国マナス空港に降り立ってから半年間，国立民族大学日本語学科で
日本語教育のインターンシップを行った。貴重な経験ができて，幸運だった。さらに幸運なことに
キルギスの人たちが日本語を使っている場面に遭遇することができた。そのことをまとめて報告し
たい。
８月の終わり現地の日本センターが主催する盆踊り大会があった。和太鼓をたたくキルギス人の
人たちは打ち方も見事であったし掛け声もとても上手だった。太鼓という文化が相互理解に役
立っていること，彼らの中では日本語が生活の一部になっていることを強く感じた。「盆ダンサ
ー」が花笠踊りなど披露してくれた。
空手道場では日本語で号令をかけて準備体操をし，空手の練習をしている子供たちがいた。日本
語の指導は直接法だが，武道の指導もほとんど直接法なのだ。その指示を理解して生徒が稽古に励
む様子は日本語だけで日本語を伝えるこができる証明のようなものに思えた。
剣道教室ではキルギスの幼い子たちが掛け声とともに整列したり，礼をしてくれたりした。幼い
子供たちが剣道の動作を日本語に合わせ、行っている様子に感動した。面打ちの練習を指導したが，
日本語だけの指導なのに上手になっていく。そして，心が急速に近くなるのを感じた。武道やスポ
ーツを通じて文化を伝えるということはお互いに心が近くなるという作用がある。剣道教室ではそ
れを肌で感じた。
ほんの一端に過ぎないが，スポーツ・武道を通じて日本文化を感じている人が大勢いることを実
感した。心の垣根がなくなるスポーツ・武道を通じてより多くの人が日本に興味を持つことで，お
互いの理解が深まることにつながることと思う。
３．「多様な学習者に対する日本語の授業」金菊花（大学院グローバルアジア研究科修士２年）
大連継続教育学院は大連外国語学院の２級学院で，２０種以上の専門テスト事業を行っている。学
習形式は半日制か全日制で，「基礎日本語教育」「留学速達」などのクラスがあり，初，中，上級の
レベル分けになっている。クラスは主に５種類で，基礎日本語クラス，留学速達クラス，標準日本
語クラス，能力試験対策クラス，日本語夜間クラスなどがある。担当したのは基礎日本語クラスの
聴解と留学強化クラスの中級聴解，日本語余暇クラスの３つである。
学習者は17歳から49歳までかなり年齢差がある。学習目的も留学，仕事への応用，旅行など，そ
れぞれ違っているので，授業を設計する時かなり悩んだ。本業が学生であったり公務員であったり
する上，それ以外に夜間を利用して勉強するので，学習意欲がそんなに高くなかった。授業の活発
度が高くないと，寝る学生や途中で帰る学生が多い。そのため次のような工夫を行った。
一つは視聴覚教材を使うことである。お札，ふくさ，薬，ゴミ袋などいろいろなものを集めて
持っていった。多くの学習者は日本のいろんな物に興味を持ち，好奇心が強い。日本で生活してい
る時嫌いだったチラシが中国の学習者にとって生の教材になった。日本で生活した３年間に撮った
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写真も学習者に興味を持たせた。教科書と同じの内容でも実際経験したことと合わせて説明すると
説得力も高く，学習者の集中力も高められるということが分かった｡
次に学習者や物を動かすドリルを多く行うことである。に・そ・あ・ど」表現の定着をはかろ
うとすれば，その距離・距離感を教室内に作らなければならない学習者を動かす練習・ものを動
かす練習は，子供っぽい幼稚な作業に思えるものだが，学習項目の理解には欠くことのできない非
常に重要な練習である。
さらに母語話者とのコミュニケーションを積極的にさせることである。－ケ月経ったら，学習者
の学習意欲が少し低下したので，母語話者との交流会を開いた。大連での中国語の勉強を－ヶ月し
かしていない国士舘大学の学生を招いて，お互いに話していることを聞き取れるのかなどを経験さ
せた。日常生活，文化の違い，将来の希望などまで話題が広くなって，日本語の実際の応用だけで
はなく，興味と好奇心を高めることができた。
４．「母語話者教師と非母語話者教師の連携」
若菜結子（大学院グローバルアジア研究科修士２年）
国際日本語教育実習（以下：実習）を行ったキルギスでも2009年９月の時点で日本語教師会登録
者は母語話者教師８名，非母語話者教師28名で，非母語話者教師が圧倒的に多かった。外国語教育
では母語話者教師が優位と思われるが，実際は多くの非母語話者教師が教壇に立っているのが現状
である。
海外で日本語を教える場合，非母語話者教師は文法を中心に教え，母語話者教師は会話や聴解を
教える傾向がある。文法のような構造を教える場合は学習者の母語を知る教師，会話のような非母
語話者の習得しにくい独特の表現や発音などの音声的な部分は母語話者教師に適していると考えら
れている。一般的に「キルギスの学習者は会話が得意Ｊと言われているが，私が受けた印象はそ
の逆であった。昨年まで初中級学習者と日本語母語話者が接する機会が少なかったため，学習者は
日本人にも日本語でコミュニケーションとることに慣れていない状況であったと思われる。
実習中，学習者に「新しい文法を勉強しても使い方がわかりません｡」とよく言われた。学習者
の母語がわかる非母語話者教師が文法を丁寧に説明しても，それは意味，形の理解に留まり，学習
者が実際に使えるようになるのは難しいようである、会話の授業を行って学習者から「会話の授業
を受けて文法がよく理解できるようになったc」「学習した文型をどんな場面で使えばよいのかがわ
かった｡」「実際日本人と話すことは大切だと思った｡」などの感想を得た。
学習者にとって必ずしも母語話者教師の授業が良いのではなく，非母語話者教師が文法を導入し，
基礎を教えることで会話の授業が行えるのだと思う。教師同士の連携というのはそれぞれの役割を
認識し的確に授業を進めていくことではないだろうか。海外で日本語を教える場合，母語話者教師，
非母語話者教師どちらも欠けてはならず，連携することが学習者にとって適した授業になるのでは
ないかと思った。
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５．「『大連外国語学院』留学クラスにおける『日本事情』の授業」
杜婿（大学院グローバルアジア研究科修士２年）
今回の実習において，実際に担当した授業は，「二級聴解｣，「二級文法」と「日本事情」の三つ
であるが，「日本事情」の授業を中心に話したいと思う。
「日本事情」の授業は，これから日本へ留学する学習者にもっと日本を知るために設けられた
授業だ。中級と初級を合わせ４つのクラスに教えた。聴解や文法の授業と違って，試験のプレッ
シャーがないうえ，異文化に対する興味もあるので，非常に楽しい授業になった。－番初めの授業
に各クラスでアンケートを取った。その結果，日本の伝統文化や日本での生活，大学の生活，それ
から日本人とうまく付き合えるかどうかというところに多く関心を持っているようだった。
授業中に，パソコンを使って写真や動画を見せたり，生教材として電車の切符や旅行のパンフ
レットなどを見せたり，浴衣を学習者に着付けたり，味噌汁を試食させたりなどをした。教師が一
方的に話をするではなく，学習者の疑問や感想などもよく発言できる授業にした。そして，中級の
クラスにおいてはできるだけ日本語で教え，学習者にも日本語で発言してもらうようにしてみた。
最初はなかなか日本語で意見を述べるのが難しいようだったが次第に自ら積極的に発言するよう
になった。日本事情を知るだけではなく，会話の練習にもなったと思う。
現在，著しいスピードで発展していく中国，自分の子供を外国へ送りたい中国の親，赤字経営や
定員割に悩まされている日本の大学など，「留学生30万人計画」のもとで，近年，留学生数がます
ます増えている。では，日本へ来る前に何をすればいいのだろうか。当然，日本語の勉強というだ
ろう。しかし，日本語だけで本当にいいのだろうか。今回，日本事情の授業を通し，今現在，特に
90年代以後に生まれた，中国の学習者に心配も生じる。常識外れの質問が続出したからだ。急成長
時期の中国に生まれ，親からたっぷりの愛情に見守られ，まるで蜜漬けのような環境で育ってきた
彼らが，突然一人で，日本という未知の国にやってくるわけである。日本とはどういう国なのか，
どのような文化と民族性を持ちどういう風に生活しているのか自分はこれからどんな問題に直面
し，それをどう対処すべきなのかを知らせる必要があるのではないだろうか。
実際に，彼らもそういう情報をほしがっている。しかし，図書館や書店を回ってみたら，伝統的
すぎる日本の姿しか浮かんでこない。現実的で実用的な情報源が極めて少ないのが現状である。今
回中国大連の実習を通して，改めて「現代日本事情」の授業，特に日本への留学を志望する学習
者を対象とした「現代日本事情」教育の必要性を実感した。
６．「国内で教える日本語海外で教える日本語一学習動機と教室活動」
五十嵐順（大学院グローバルアジア研究科修士課程修了）
筆者が所属しているのは，横浜にあるＮＰＯが経営母体の日本語学校である（以下本校と表記)。
日本語教育振興協会に登録している収容定員数は140名（午前と午後の二部制）だが，現在は約７０
名の学生が在籍している（2010年７月現在)。
学習動機（motivation）とは，学習に対する学習者の熱意や態度を決定する内的要因を指す。学
９６
習動機には，一般的に内発的動機と外発的動機の２種類がある。内発的動機は，学習それ自体の中
に報酬の源泉があるような動機であり，外発的動機は，賞罰や試験，叱責の回避など，外の要因に
影響される動機である。筆者が実習したキルギスでは，日本語や日本文化など，日本そのものに魅
力を感じ日本語を学んでいる学生が多かったように感じた。一方，民間の日本語学校である本校で
は，外発的動機から日本語を学ぼうとする学習者が多い。それらは主に「出稼ぎ型」と「妥協型」
の２種類に分けられる。前者は，勉強よりも就労が目的になっている学習者であり，後者は，大学
には行きたいが経済的・時間的条件が合わない学習者である。どちらも実利的な目標を意識してい
る点で共通している。日本語を学ぶきっかけとして，日本語や日本文化を挙げている学習者は僅か
であった。キルギスでは内発的動機，本校では外発的動機を持った学習者が多いように感じられた。
外発的動機だけでは，モチベーションを維持するのは難しいように思われる。
今までは，教師主導型の授業が中心であり，学習者は受身になることが多かった。そこで，「①
学習者主体の授業」を心がけるようにした。次に，「②レアリアや生教材を多く取り入れる」こと
を心がけた。「③教室を出たらすぐに使える」ことを意識させて取り組ませたこともある。アルバ
イトでの敬語使用など，学習者には実利的な面を強調した。集中力を45分間持続させることは難し
かったが，幾人からかはいつもと違う反応を見ることができた。
教室活動を行う上で，教師と学習者の信頼関係を築き上げるためにも，日々の授業が大切になっ
てくる。キルギスでは，教室活動が日本語と接することができる数少ない場であり，学習者にとっ
て価値のある時間なのである。これは，国内の学習者にとっても同じである。海外の現場と比べれ
ば，日本語や日本文化に接する機会も多く，恵まれた環境ではあるが，それでも日本語学校での毎
日の授業が学習者の基盤になっていることは間違いない。
現在は，授業を行う際，必ずどこかに“目新しぎ，を入れるように心がけている。そうすること
で，学習者からも新しい反応が返ってくるようになった。今後は，学習者との信頼関係を深めると
ともに一つ一つの授業に責任を持ち，邇進していきたいと思っている。
